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新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけが、5月 8日から季節性インフル

エンザと同じ「5類」に移行されました。これまでの対策が個人の判断に委ねら

れ、当施設でもこれまでの規制が緩和され、入所者ご家族の面会も少しずつ開

始されています。数年ぶりの対面での面会で、ご家族、ご利用者の楽しそうに

話されている姿が微笑ましく職員も嬉しい気持ちを共有しています。 

これまでは、面会禁止であった為、何とかご利用者の日常の様子など伝える

手段はないものかと考え、施設で Instagram を立ち上げ、日常生活の様子やイ

ベント、リハビリの様子など動画で配信するようになりました。SNS を積極的

に活用することで遠方に住んで居られるご家族もご利用者の様子を見ることが

でき、大変喜ばれ、多くのコメントや「いいね👍」を頂いています。このこと

は、コロナ禍における創意工夫の一つで、今後も積極的に活用していきたいと

考えています。 

また、デイケアでも近隣のバラ園への外出レクも 4 年ぶりに再開され、幼少

期に戻られたように「ワクワクするね。」と嬉しそうに出掛けておられます。 

作業療法において『ワクワクする』感覚は、大事な感覚の要素であると思い

ます。 

『ワクワクする』の意義素は、【①これから起こるであろう素晴らしいことを

考えて高揚するさま ➁心躍るさま、心が弾むこと】とされています。作業療

法の Occupational の語源は Occupy【①占める、満たす ➁没頭する、専念す

る】から起ていると学生時代に習った記憶があります。『ワクワクする活動』

は、心が弾み・心を占め（満たし）・夢中にさせることが出来ます。そんな活

動を作業療法に活かし支援できるセンスとアイディアを身に付けたいもので

す。 

また、忙しさに追われた日々を過ごしている方も多いと思いますが、新型コ

ロナ感染の規制が緩和された今、ほっと一息、自分の『ワクワクする活動』を

行ってみてはいかがでしょうか。何かが変わるかも・・・ 

 

 

 

 



一般社団法人 山口県作業療法士会 会報 No.329     R5.6.1 発行 

3 

 

 

 

 

 

 

第 34 回 山口県作業療法学会のご案内と 

演題募集について 
 

この度、下記の内容で第 34 回山口県作業療法学会を開催することとなりました。今年は 3 年ぶりの

対面開催を予定しております。今回は萩長門地区が担当します。詳細が決まり次第、随時案内を予定

しております。 

つきましては、会員の皆様より一般演題を募集しますので、多数の応募をお願い申し上げます。 

 

1. テ ー マ：作業療法の多様性と可能性 

2. 会 期：2023年 10月 8日(日) 

3. 開催形式：対面形式 

4. 開催場所：萩市総合福祉センター（萩市大字江向 510 番地）  

5. 学 会 長：赤木 正雄（萩市国民健康保険弥富診療センター） 

6. 基調講演：杉原 素子先生（日本作業療法士連盟会長） 

7. 一般演題募集意思表示：一次募集締め切り 6月 16日(金) 

    登録フォームにて入力をお願いいたします。 

    登録フォーム URL：https://forms.gle/r7tyZ4CnJMmM9ots5 

※お問い合わせにつきましては、34yotgakkai+34@gmail.com（一般演題係）まで 

お願いいたします。 

   ※1人一演題でお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 作業療法の対象は障害を負った人だけではなく、全ての人々の健康と幸福を促進していくことと定

義されています。これからはより作業療法の多様性が求められます。今回の学会では作業療法の多様

性と新たな可能性を考える機会にしたいと思います。 

 一般演題も募集します。皆様からの積極的な応募をお待ちしております。 

 

第 34回学会事務局 

   医療法人社団成蹊会 岡田病院     作業療法士   中嶋 武 

   〒759-4101 山口県長門市東深川 888 E-mail:34yotgakkai@gmail.com 

   TEL:0837-23-0033   FAX:0837-23-0035 

 
 

 

 

 

 

研修会案内 

県士会主催の研修会案内 

登録フォーム用 QR コード 
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第 34 回 山口県作業療法学会企画のお知らせ 
 

～ 「作業療法をつたえる動画コンテスト」募集 ～ 
 

 

あなたは、クライエントや他職種に作業療法をつたえる時に、どのような言葉で、どのように説明

していますか? 作業療法らしさって何だろう、つたわりにくい…といったもどかしさを感じたことは

ありませんか? 

 

第 34 回山口県作業療法学会では、特別企画として昨年も好評でした「作業療法をつたえる動画コン

テスト」を行います。構成や形式は自由です。ドラマ仕立て、インタビュー、講義形式…いずれでも

かまいません。作業療法ってなんだろう、そして、できること、めざすものを、誰にもわかりやすい

かたちで伝える動画を募集します。募集いただいた動画は、学会実行委員会で確認のうえ、学会のな

かで配信し、投票により上位入賞作品には萩長門地区の豪華景品を進呈いたします。奮ってご参加く

ださい。 

 

<募集要項> 
 

1. 内 容：「作業療法をつたえる動画」というコンセプトに沿ったもの 

2. 時 間：5分以内 

3. 動画ファイル形式：(.MP4)形式での作成でお願いいたします。 

4. 注意事項： 

【動画作成に係る経費】  

作成者でご負担ください。 

【損害に対する責任】 

        本コンテストに応募することにより、応募者と被写体となる第三者との間 

        でトラブルが発生した場合には、当事者同士の責任おいて解決するものと 

し、第 34回山口県作業療法学会ではその責任は負わないものとします。 

       【応募作品の著作権・使用権】 

         応募された作品の著作権は応募者に帰属しますが、山口県作業療法士会は 

         応募作品を必要に応じてトリミングし、山口県作業療法士会の啓発活動に 

         活用できるものとします。 

              【動画に関しての注意事項】 

動画に出演される方の個人情報の扱い、著作権等には十分注意をされて 

ください。 

極端に偏ったものや批判的な内容は避け、良識の範囲での内容として 

ください。 

 

5. 応募締め切り：2023年 8月 31日(木) 

6. 応募先・問い合わせ： 

第 34回学会事務局 

     医療法人社団成蹊会 岡田病院     作業療法士   中嶋 武 

     〒759-4101 山口県長門市東深川 888 E-mail:34yotgakkai@gmail.com 

     TEL:0837-23-0033   FAX:0837-23-0035 
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「第１回現職者共通研修会」のご案内 

この度、以下の通り、第１回現職者共通研修を行うことと致しました。必修研修ですので、各自受講状況を

確認し、卒後 3〜5年以内に履修するようにしてください。 

COVID-19の影響により、Zoomでの web研修会といたします。当日 Zoomの操作など必要となりますの

で、事前に準備をお願いいたします。研修を運営するにあたり、皆様にもご協力をいただく点もありますが、多

くの学びや気づきにつながるよう、より多くの皆様に参加いただけるようよろしくお願いいたします。 

 

1. 日 時：令和 5年 6月 13日（火） 19時〜20時 30分（受付 18時 30分〜） 

2. 会 場（形式）：山口コ・メディカル学院（Zoom）  

「ミーティング ID」「パスコード」等は、申込時の返信用メールにてお知らせします。 

3. 対 象 者：（一社）日本作業療法士協会会員 

   ＊申し込みまでに（一社）日本作業療法士協会への入会手続き・会費納入をお願いします。 

4. テ ー マ：講座１「作業療法生涯教育概論」 

5. 講 師： 木下 大介 先生 

6. 参 加 費：無料 （会員外 500円）  

返信用メール記載の URLより PassMarketを通じての支払いとなります。 

7. 支払期間：令和 5年 5月 17日（水）～令和 5年 6月 7日（水） 

8. 申込方法：https://forms.gle/5Rrv3p8EUxhkpp6JAより必要事項を記入して下さい。 

9. 申込期間： 令和 5年 5月 17日（水）～令和 5年 6 月７日（水） 

＊第 1 回のみ申し込み期限を長めに設定しておりますが、協会入会後申し込み期間に会員番号が付与さ 

れていない場合は、下記まで問い合わせをお願いします。 

10. 問合せ先：山口コ・メディカル学院  TEL 083-933-0550 当日連絡用 TEL：050-3199-1570 

 
   

 
 
 
 

 

 

「第 2 回現職者共通研修会」のご案内 
1. 日 時：令和 5年 7月 11日（火） 19時〜20時 30分（受付 18時 30分〜） 

2. 会 場（形式）：山口コ・メディカル学院（Zoom）  

「ミーティング ID」「パスコード」等は、申込時の返信用メールにてお知らせします。 

3. 対 象 者：（一社）日本作業療法士協会会員 

＊申し込みまでに（一社）日本作業療法士協会への入会手続き・会費納入をお願いします。 

4. テ ー マ：講座 8「事例報告と事例研究」 
講座 9「事例検討」 講座 10「事例報告」を履修する前に受講するようにしてください。 

5. 講 師： 徳若 雅之 先生 

6. 参 加 費：無料 （会員外 500円）  

返信用メール記載の URLより PassMarketを通じての支払いとなります。 

原則としてキャンセルされないようお願い致します。 

またコンビニ決済の場合キャンセルは致しかねますので注意して下さい。 

7. 支払期間：令和 5年 6月 14日（水）～令和 5年 6月 30日（金） 

8. 申込方法：https://forms.gle/emVZQUgHmn9eqTox9より必要事項を記入して下さい。 

9. 申込期間： 令和 5年 6月 14日（水）～令和 5年 6月 30日（金） 

10. 問合せ先：山口コ・メディカル学院  TEL 083-933-0550 当日連絡用 TEL：050-3199-1570 

以上 

 

 

 

 

 

申込用 QR コード 

 
 

passmarketQR コード 

 
 

申込用 QR コード 

 

 

passmarketQR コード 
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※連絡事項： 

① 申込時のメールアドレスは、当日 Zoomで使用する個人の PC用メールアドレスでお願いしま

す。 

② 申込後、確認用のメールが送信されます。届かない場合は、申込時のメールアドレスが違っ

ている可能性がありますので、再入力をお願いします。 

※google.comからのメールがブロックされないよう設定をお願いします。何度入力しても確

認メールが届かない場合は、担当者へお問い合わせ下さい。 

③ 複数回入力された場合は、最後の入力を有効とさせていただきます。 

④ 申込時の会員情報（会員番号・氏名等）は、日本作業療法士協会に登録したものと同じもの

を入力してください。以下の URLより確認をお願いします。 

https://www.jaot.net/mm/#/login 適切に入力されないと生涯教育システムへ登録出来ませ

ん。 

⑤ 研修会中の画面を録画させていただく場合がありますので、ご了承下さい。個人情報の保護

については、会の方針に則り適切に運用させていただきます。 

⑥ 研修会受講時には当該年度有効の県士会会員証と協会会員証を提示してください。会費納入

が遅れ、会員証を受けとってない方は振込受領書を提示して下さい)。提示が出来ない場合

は生涯教育ポイントの発行は出来ません。 

 

令和 5 年度 第 1 回学術部定期研修会 

あなたとわたし、心健やかでいるために 
～作業療法士として対象者と自分自身にできること～ 

  

 

 

 

 

 

 

1. 日 時：2023 年 7 月 29 日（土）9：00～12：00（受付 8：30～） 

2. テ ー マ：「対象者と自分自身にできる精神的ケア」 

3. 講 師：山口県立総合医療センター 神経科診療部長 芳原 輝之先生 

小郡まきはら病院 臨床心理士/公認心理師 原田 雅史先生 

4. 形 式：WEB 開催（Zoom） 

9：00～10：30 「精神障害の基礎知識と介入ポイント」   

10：30～12：00 「OT として心を整える～自身のメンタルヘルスケア～」 

「ミーティング ID」「パスワード」は後日参加者に連絡いたします。 

5. 参 加 費：山口県作業療法士会 会員 1000 円  非会員 5000 円 

山口県作業療法士会に入会されていることが条件です。 

6. 生涯教育ポイント：2 ポイント 

非会員の方にはポイントの付与はありません。 

7. 申込方法：下記 URL または QR コードより申し込みをお願いします。 

https://forms.gle/MTVDgzJqJjqoLHUk9 

8. 申込締切：2023 年 7 月 13 日（木） 

9. 連絡事項：当日 Zoomで使用する個人の PC 用メールアドレスで申し込みをして下さい。 

参加費は返信用メール記載の URL から PassMarket を通じて完了となります。  

 

 

 

 

  

 

 

みなさん、臨床で心の問題に直面することはありませんか？ 

今回、精神面に課題のある対象者に対して作業療法を提供する上での注意点や関わり方と作

業療法士自身の精神的ケアの二本立てで勉強会をご用意しました。 

どうぞ、皆様ふるってご参加ください！！ 

問い合わせ先 

山口県立総合医療センター 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科  日笠美歩  

Tel   0835-22-4411 

E-mail rihabiri@ymghp.jp 

mailto:rihabiri@ymghp.jp
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第 15 回日本手関節外科ワークショップ 
 

1. テ ー マ：もえよ！ 

2. 会 期：2023 年 9 月 30 日（土） 

3. 会 場：朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター 

4. 会 長：森谷 浩治 （一般財団法人 新潟手の外科研究所 所長） 

5. U R L：https://shinsen-mc.co.jp/jwsw15/about.html 

 

この度、第 15 回日本手関節外科ワークショップを 2023 年 9 月 30 日(土)に新潟市(朱鷺メッセ 新潟

コンベンションセンター)で開催させていただくことを大変光栄に存じます。 

 本会では、手関節をこよなく愛し、日々その診療に心血を注がれている“真なる手関節外科の専門

家”によるシンポジウムやパネルディスカッション、モーニングやランチョンといった共催セミナー、

実技指導を伴ったハンズオンセミナー、一般演題などのプログラムを組ませて頂きました。 

手関節は疾患ならびに治療箇所が多岐に及びますので、1 日でそれらを全て網羅することはできませ

ん。そのため、題目を主に手関節初級者には橈骨遠位端骨折に対する掌側ロッキングプレート-単軸型

から多軸型へ-、中級者には舟状骨骨折・偽関節、上級者には手関節周囲の靱帯損傷に対する治療、ハ

ンドセラピストには三角線維軟骨複合体損傷へのセラピィとスプリントに限らせて頂きました。当然、

それではつまらないという手関節愛好家の先生には限りがあるものの、キーンベック病や変形性関節

症、関節リウマチについての時間も設けてあります。これら全てが少しでも日常診療のお役に立てる

のであれば嬉しい限りです。 

 

ハンドセラピィセッション 

MOEYO シンポジウム 2「TFCC 損傷に対するハンドセラピストの関わり」 

仲木右京先生 装具療法 （東京ハンドセラピィ研究会 会長） 

奥村修也先生 TFCC 修復術後のセラピィ （常場大学 教授） 

塩田紀之先生 TFCC 再建後のセラピィ（新潟手の外科研究所） 

椙田芳徳先生 尺骨短縮術骨切り術後のセラピィ （山口県済生会下関総合病院） 

 

 

 

 

 

 

運転対策委員会だより 
  

会員のみなさま、新年度が始まりご多忙のことと存じます。この号がお手元に届く時には、県士会

総会が終わり今年度の事業が本格的に開始されています。運転対策委員会でも会員向け勉強会の企画

などをしていますので、案内の際は奮ってご参加いただけたらと存じます。 

さて、委員会では今年度の関連団体会議において、運転支援共同事業の進捗確認や再調整の必要性

について団体間で協議することとしています。その中で、警察や自動車学校などに対し会員からの質

問を受けていただくことになっています。支援を行う（または検討する）上で、疑問に思うことなど

がありましたら、思い切ってこの機会に聞いてみませんか？時間にも限りがあるためすべての質問に

回答いただけるわけではありませんが、会員のみなさんの運転支援促進につながると思います。 

今回は事前の案内のみですが、今後改めて質問フォーム等で質問を受け付けますので、警察や自動

車学校に対して聞いてみたいこと、確認したいことなどをピックアップしておいてもらえると幸いで

す。貴重な機会ですので、有効に活用できるよう委員会としても準備をすすめていきますので、よろ

しくお願いいたします。 

2023.05.15 

委員長 田中伸二 

部局・委員会より 

 

他団体主催の研修会案内 
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40 周年記念事業テーマ「新時代への波動～未来をつなぐ糸 ITO～」 

山口県作業療法士会はレノファ山口とのコラボ企画を進めています！ 
 

 

 

レノファ山口には「地域とともに、新たな価値を創る」という思いがあります。 

県士会は、地域のみなさまの生活に寄り添いながら、地域のみなさまとともにある。そんな存在

で あ り た い と 願 っ て い ま す 。 こ の ふ た つ の 思 い が 掛 け 合 わ さ る こ と で 、 

“地域共生・地域創生“が実現すると願っています。 

 

 

 

40 周年記念事業の取組みや活動報告は、山口県作業療法士

会の LINE でも随時報告させていただきます。 

 

LINE の友だち登録もよろしくお願いいたします。 
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＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ SNS 投稿に関する注意事項 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

✓ 個人情報が特定できないようにする：ネームタグや名札が写っていないか確認 

✓ 投稿する写真を確認：写っている人物に SNS へ投稿してもいいか確認 

✓ ほかの人が不快に思うようなことはしない 

〔個人で Instagram に投稿する場合〕                           

✓ 個人情報が特定できないように加工し、＃yot40 レノファ で投稿 

〔メールで写真等の投稿する場合〕                            

✓ 個人情報が特定できないように写真を加工 

✓ 加工が難しいときは、未加工のままでも OK です。こちらで対応いたします。 

４０周年写真投稿用のメールアドレス（yot40renofa@gmail.com）へ送信！ 

 

 

 

 

 

mailto:yot40renofa@gmail.com
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（R5.4.8～R5.5.10） 

＜他県士会ニュース＞ 

兵庫県 ニュース№72 

岡山県 ニュース№133 

福岡県 会報第 151 号 

長野県 OT ながの№226 

北海道 ニュース№167 

大分県 広報誌 伝 №31 

広島県 会報 247 号 

＜冊子・パンフ等＞ 

・第 69 回精神保健福祉全国大会実行員会 第 69

回精神保健福祉全国大会記録集 

・山口県病院協会会報 ４月号 

・山口県長寿社会課 やまぐち働きやすい介護

職場宣言事業所パンフレット 

・一般社団法人医療経済研究・社会保険福祉協

会「リエイブルメントで元気な自分を取り戻

す」 

・東京都医師会 「実地医家における高齢ドラ

イバーへの指導ガイド」 

 

 

 

 

 会費の納入をされた方には、1 年間有効の県士

会の会員証を発行いたします。 

会員証がお手元に届くまでは振込受領証を必ず

保管してください。 

総会に参加される方がいる施設の会員証

は、総会参加者にお預けしました。  

参加者がいなかった施設は、5 月末に会員

証を郵送いたします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振込済みの方で会員証が届かない方は事務局

までご連絡ください。 

正会員の方へ 2023 年度の会費振込用紙をお届

けしております。各コンビニから振込みができ

る振込用紙となっております。(郵便局では使用

不可) 

8,100 円の額面となっておりますが、年会費

8,000 円にコンビニの振込手数料 100 円を含めて

の 8,100 円ですので、郵便局からお振込の方は指

定の振込用紙に金額 8,000 円と記入し振り込んで

ください。また、2022 年度会費未納の方には合

算して請求させていただいています。 

お振込みがまだの方は、早急のお支払いをお

願いします。 

 

・4 月末日以降にお振込みの場合は、会員証発行

に時間がかかる場合があります。会員証が届く

までは払込受領証を必ず保管しておいてくださ

い。 

 

・コンビニ用振込用紙を紛失された方は、郵便

局に振込用紙がありますので、会員氏名・ＯＴ

協会会員番号を記入し、年会費（￥8,000）を下

記まで振り込んでください。 
 

 

 

 

 

お問い合わせ先：山口県作業療法士会事務局 

TEL：083-920-0171 

＊職場の異動などがある場合、振込用紙に変更

事項の記入だけでは会員データが更新されませ

ん。異動届の提出をお願いします（県士会のﾎｰﾑ

ﾍﾟｰｼﾞからも変更出来ます）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局より 

着文書 

財務より 
郵便振替口座  口座番号：01590-5-11556  

加入者名：山口県作業療法士会 
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高齢者マーク(もみじマーク、四つ葉マーク)について 
 

 ４月になると、通勤や出かけているときに運転していると新免マークを付けている車を目にするこ

とが増える印象を勝手に抱いています（あくまで主観的ではありますが・・・）。マークなどに注目

してみると、町中にマークや標識が溢れていることに気づきます。 何気なく子どもから「このマー

ク何？」と聞かれ、知ってはいるものの、ちゃんと答えられないものが・・・それがこのもみじマー

ク・四つ葉マークでした。今月はこのマークについて調べてみま

した。 

 

【高齢者マークとは】 

 高齢者マーク(もみじマーク)は正式には高齢運転者標章といい

ます。高齢者のドライバーが車を運転する場合に、車に貼りつけ

ることを努力義務としています。 高齢者マークには旧型のもみ

じマークと新型の四つ葉マークの 2 種類があります。 

旧型のもみじマークは黄色と橙色の水滴のようなデザインが特徴です。もみじマークは 1997 年から

使用されてきました。2011 年からより色彩が豊かな四つ葉のクローバーとシニアの「S」を組み合わ

せたデザインの高齢者マークを導入し、これまでのもみじマークのイメージが一新されました。 

 現在では 70 歳以上のドライバーが車を運転する場合はいかなるときも、高齢者マークを車に貼りつ

けて走行することが求められています。 

そもそも高齢者マークは 1997 年に 75 歳以上のドライバーを対象に道路交通法改正により導入された

ものですが、2002 年に対象が 70 歳以上のドライバーに引き下げられました。そして現在に至るまで

70 歳以上の高齢者が車を運転する場合は、車に高齢者マークを貼りつけることを推奨されています。 

 

【高齢者マークを貼る位置】 

高齢者マークを貼る場所は、初心者マークと同じ

く地上から 0.4m 以上 1.2m 以下の位置で、なおか

つ車体の前面と後方、どちらも見やすい位置に 1 枚

ずつ貼るように推奨されています。フロントガラス

や側面ガラスにシールなどを貼ることは、法令上、

車検シールなどに限られており、高齢者マークを貼

ることはできません。フロントガラスや側面ガラス

に貼ると法令違反になるので注意しましょう。 
 

【高齢者マークの義務化】 

現在のところ高齢者マーク（もみじマーク・四つ葉マーク）を車に貼りつけることは、70 歳以上の

高齢ドライバーの努力義務とされています。高齢者マークを貼っている車は初心者マークを貼ってい

る 車 と 同 様 に 、 周 り の 車 が 安 全 に 走 行 す る た め の 配 慮 を し な く て は い け ま せ ん 。 

 このため、危険を防止するためにやむを得ない場合を除いては、高齢者マークの車に幅寄せしたり、

無理な割込みをした場合は道路交通法違反となり、反則金 大型車（中型車を含む） 7,000 円 普通

車・二輪車 6,000 円 小型特殊 5,000 円 違反点数：1 点 

となります。 

 ６月は梅雨に入ります。運転に気を付けていきましょう。 
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募集職種：専任教員   募集人員：1 名 

仕事内容：作業療法学科における学生教育・指導等 

応募資格：資格取得後、常勤で病院等の臨床経験 5 年以上の方 

待  遇：経験等を考慮し、当校規定により優遇します 

      詳細は HP をご覧ください 

教員より：熱意のある学生とともに日々、楽しみながら働いています。 

QR コードから授業風景や校内の様子もわかります。 

興味のある方は、見学や相談を随時、受け付けております。 

ぜひ、わたしたちと一緒に未来の作業療法士を育ててみませんか？ 

                                

学校法人 山口コア学園 山口 コ･メディカル学院 

〒753-0054 山口県山口市富田原町 2-24  

TEL 083-933-0550 ／FAX 083-920-4786 

担当：藤本  E-mail recruit@ptotst.ac.jp 
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【編集後記】 
  

新型コロナウイルス感染症が第５類に移行され、当院でも面会が再

開されました。街もマスクを外されている方が増え始めていますが、

医療職としては、より一層気を引き締めなければならないと感じてい

ます。守るべきルールはしっかり守りながら、子供たちと日々楽しん

でいます。 

 

 

文責：吉長 

 

 

 

 

月１回発行   

□ 発行：山口県作業療法士会 ニュース編集委員会  

□ 編集担当：石丸 拓也 (専門学校 YICリハビリテーション大学校) 

       山本 隆次 (医療法人 愛の会 光風園病院) 

吉長 卓真（医療法人社団 宇部興産中央病院） 

鍵本 州英（介護老人保健施設 寿光園） 

石部 春奈（介護老人保健施設 寿光園） 

□ 印刷所： 社会福祉法人山口県コロニー協会経営 ワークショップ・山口 コロニー印刷 

 

 

 

 

記事の掲載依頼について 

≪一般社団法人 山口県作業療法士会 事務局≫  

〒753‐0851 山口県山口市黒川 2572‐1 メゾン西京 103   

事務 児玉・岡﨑(Tel/Fax：083-920-0171 Mail：ymgc-ot@ymgcot.onmicrosoft.com ) 

Web:http://www.y-ot.jp/ 

山口県作業療法士会 

LINE 公式アカウント 
山口県作業療法士会 

公式 Instagram 

☆ 原稿締め切り日は定例で毎月第 2日曜日としております。（変更の場合あり） 

次回 7月号（No.330）は令和 5年 6月 11日が締め切りで、発行日は令和 5年 6月 4日頃です。

記事掲載希望の方は下記 E-MAILアドレスへ送ってください。 

E-mail：yot_news@hotmail.co.jp 

（書式は Word、フォントは明朝 10.5P英数字は半角でお願いします。） 

＊編集の都合上、レイアウト等一部変更させて頂くことがあります。ご了承ください。 

☆ ニュースに対するご意見、ご感想をお待ちしています。 

＜県士会ニュース編集委員会＞ 編集委員長：YIC リハビリテーション大学校  石丸 拓也 

（TEL）0836-45-1000 （FAX）0836-45-1010  

それっちゃデジタル版 


